
令和７年度知的財産研究会 活動状況 
 

 

■ 第２回研究会 
 
テーマは、「中国特許実務」で

した。日本の出願人は中国出願に

ついて知っているようで案外知ら

ないことも多いと思われます。日

本との相違点や、中国特有であっ

て日本の出願人が関心を持ちそう

なイシュー、例えば厳しい審査へ

の対応方法、早期権利化、実用新

案制度の利用、プログラム関連発

明の取り扱い等中国出願実務を、講師の北京泛華偉業（パナウェル、ＰＡＮＡＷＥＬＬ）

知識産権代理有限公司パートナー中国弁理士 金 丹 氏から 体系的に紹介してもらいま

した。 

 

 アンケート回答では、「中国専利特有の注意点を日本の制度と比較しながら、分かりやす

い丁寧な日本語で説明していただけたので、大変理解しやすい講演でした。」「講師のご経

験から中国特許実務のポイントを具体的に知ることができました。」などの感想が寄せら

れ、参加者のお役に立つことができたのではないかと思われます。 

１ 日時 令和７年９月２６日（金） １４：００～１７：００ 

２ 場所 長野県工業技術総合センター（長野市若里） 

３ テーマ及び講師 

第１部「押さえておきたい中国特許実務の基本」「中国特許審査の最新動向および変化」  

講師：北京泛華偉業（パナウェル、ＰＡＮＡＷＥＬＬ）知識産権代理有限公司 

      パートナー中国弁理士 金 丹 氏 以下２名 

第２部 ワークショップ  

    ファシリテーター： 同 金 丹 氏 

 

４ 出席者 ３１名（リアル１３名、オンライン１８名） 

 

 


